
修士論文(要旨) 
2026 年 1 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B-JAS コーパスを用いた中国人日本語学習者の誤用と自己修復の縦断的分析 

―留学経験の有無に着目して― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 齋藤 伸子 教授 

 

国際学術研究科 

国際学術専攻 

言語教育実践研究学位プログラム 

224J1002 

王 心澈 

 

 

 

 

 



Master’s Thesis(Abstract) 
January 2026 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Self-Repair in Chinese Learners of Japanese: 
A Longitudinal Analysis of Study-Abroad Effects Using the B-JAS Corpus  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XINCHE WANG 
224J1002 

 

 

Master of Arts Program in Linguistics and Language Education 
Master's Program in International Studies 

International Graduate School of Advanced Studies 
J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Nobuko Saito 
 
 
 
 
 



目次 

 

第1章 研究背景及び目的....................................................1 

1.1 研究背景.............................................................1 

1.2 研究目的.............................................................2 

第2章 先行研究............................................................3 

2.1 「自己修復」の定義.....................................................3 

2.2 誤用と誤用訂正に関する研究...........................................3 

2.3 留学と日本語使用・語用論的能力.......................................4 

2.4 先行研究のまとめと本研究の課題.......................................4 

第3章 研究方法............................................................6 

3.1 使用コーパスとデータ概要.............................................6 

3.2 対象話者の選定.......................................................6 

3.3 分析区分.............................................................6 

3.4 修復事例の抽出と分類基準.............................................7 

3.5 分析手順.............................................................8 

第4章 分析結果............................................................9 

4.1 結果の概要...........................................................9 

4.2 学習者 A の区間別の変化...............................................9 

4.2.1 学習者 A の文法における自己修復の形式的特徴........................12 

4.3 学習者 B の区間別の変化..............................................13 

4.3.1 学習者 B の文法における自己修復の形式的特徴........................16 

4.4  修復されやすい誤用・修復されにくい誤用.............................17   

4.5 学習者 A と B の比較分析..............................................18 

4.5.1 誤用率・自己修復率の違い..........................................18 

4.5.2 留学時期前後での学習者 A の変化.....................................19 

第5章 考察...............................................................20 

5.1 留学経験と自己修復行動の相関........................................20 

5.2 自己修復の対象と学習者の言語意識の変容..............................21 

5.3 コロケーションへの気づき............................................22 

5.4 誤用と自己修復から見る学習者 A・B の発達像...........................22 

第6章 結論...............................................................24 

6.1 研究のまとめ........................................................24 

6.2 本研究から見えてきたこと............................................24 

6.3 日本語教育への示唆..................................................24 

6.4 本研究の限界と今後の課題............................................25 

 

参考文献 

  資料 

 



 

 1 

要旨 

本研究は、中国人日本語学習者の会話における誤用と自己修復行動を対象とし、学習

環境の違い、とりわけ留学経験の有無が、学習者の言語運用と自己モニタリングのあり方

にどのような影響を及ぼすのかを、縦断的会話データに基づいて明らかにすることを目的

とする。自己修復は、単なる誤り訂正ではなく、学習者が自らの発話を点検し、相手に

とって理解しやすい形へと即時的に調整する相互行為的行動であり、学習者の自律的な言

語運用能力や語用論的能力の発達を捉える上で極めて重要な指標である。しかし、日本語

教育研究においては、誤用分析や留学効果に関する研究が多数存在する一方で、自己修復

に焦点を当て、その量的・質的変化を同一学習者の会話データから縦断的に検討した研究

はきわめて限られている。 

本研究では、北京日本語学習者縦断コーパス B-JASを用いた。B-JASは中国人大学生

17名を対象として 4 年間にわたり収集された学習者コーパスであり、その中から習熟度

テストのデータが全期間にわたって揃っており、4 年間にわたる日本語能力の伸長を客観

的に確認できる 2名を抽出した。対象者のうち 1名（学習者 A）は学習途中で日本留学を

経験し、もう 1名（学習者 B）は母国での学習を継続している。両者の自由会話データ

を、留学前・留学中・留学後（または同時期）の三段階に区分し、誤用および自己修復行

動の推移を比較した。 誤用は吉川（1997）の分類を参照し、①語彙の選択、②文法、③

音声、④待遇表現、⑤コロケーションの五つに分類した上で、誤用頻度および誤用に占め

る自己修復の割合を算出した。さらに、修復の形式と対象についても記述的に分析した。  

分析の結果、留学経験を有する学習者 A では、留学後に文法・語彙・音声といった形

式的領域において誤用率が大きく低下するだけでなく、自己修復率が顕著に上昇すること

が明らかとなった。さらに注目すべき点として、自己修復の対象が、学習初期には音声や

形態的誤りに集中していたのに対し、留学経験を経て、待遇表現や談話構造といった語用

論的・談話的側面へと拡張していく過程が確認された。一方、留学経験を有さない学習者

B では、誤用率は全体として大きな変化を示さず、自己修復も助詞や活用など基礎的な形

式調整にとどまる傾向が見られた。また、誤用の種類によって修復されやすさに明確な差

があり、文法誤用は比較的修復されやすい一方で、コロケーションの誤用はほとんど自己

修復の対象とならないことが示された。  

以上の結果から、自己修復は誤用の減少に付随する副次的現象ではなく、学習者が発

話を運用する際の意識や注意の向け方とも密接に関連していることが示唆された。特に留

学経験を有する学習者では、日本語使用の場面や交流する相手が広がることに伴い、語用

論的側面への配慮が強まり、自己修復の対象が高度化していく過程が観察された。     

本研究は対象者数が少なく、ケーススタディとしての性格を有するため、結果の一般

化には慎重さが求められる。しかし、縦断的な会話データに基づき、誤用と自己修復を同

時に捉え、留学経験が自己修復の質的高度化と結びつく過程を具体的に示した点に、本研

究の独自性と意義がある。今後は対象者やデータ量を拡大し、母語背景や学習環境の違い

によって、どの領域で自己修復が生じやすいのかを比較検討する研究が求められる。本研

究の知見が、日本語教育において学習者の自律的モニタリング能力をどのように支援する

かを考える一助となることを期待する。 
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